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第１章 計画の概要 

１ 背景 

越前市（以下「本市」という）は、平成１７年１０月１日、福井県のほぼ中央に位置する旧武生市と旧今

立町の両市町が新設合併し誕生しました。伝統産業から先端産業まで幅広い分野で企業等が立地

する県下有数の産業都市です。また、今日まで郷土の発展のために労を厭わなかった先人の努力に

よって、本市は日本の中でも住みよい都市の上位にランキングされています。 

都市の発展に伴い、多くの公共施設が整備されてきましたが、スポーツ施設の多くは昭和５０年代

に整備されており、多くの施設が更新の目安である建築後３０年を経過しています。施設の老朽化が

進行する中、部分的修繕では対応不可能な傷みも生じており、施設全体に係る抜本的な対応が必要

となっています。 

より良いスポーツ環境を市民に提供するため、スポーツ施設の現状を把握し、長期的な視点での

利活用の方向性や長寿命化・更新等の方針・計画を早急に検討することが求められています。 

２ 目的 

第２期越前市スポーツ施設再配置計画（個別施設計画）（以下「第２期計画」という。）は、前述の背

景を踏まえ、中長期的な視点で計画的に施設を保全するための基本的な計画を定めることにより、利

用環境の改善、ライフサイクルコストの縮減及び財政負担の平準化を図ることを目的とします。 

３ 位置付け

（１）総合管理計画に基づく個別施設計画の策定 

国においては、公共施設等の老朽化対策として「インフラ長寿命化計画」が平成２６年度に策定され

ました。 

本市ではこのインフラ長寿命化計画に基づき、本市の全ての公共施設等について基本的な方針を

示した行動計画として「越前市公共施設等総合管理計画」（以下「総合管理計画」という）を平成２８年

度に策定し、その後令和３年度に一部改訂しています。 

総合管理計画では、今後の人口減少による税収減少や少子高齢化による社会保障費の増加が見

込まれる中、公共施設等の改修や建替えのための財源を確保していくことは非常に困難であると考

えられることから、施設保有面積を４０年間で３割減少するとしています。 

この総合管理計画では、基本的な方針に従って、公共施設等の維持管理・更新等を着実に推進す

るための取組み方策を明らかにする個別施設計画を策定することとしています（図１参照）。 

第２期計画は、総合管理計画の個別施設計画に位置付けられます。 

また、同じく総合管理計画の個別施設計画に位置付けられている「越前市教育施設等長寿命化方

針」（以下「教育施設長寿命化方針」という）が令和元年度に策定されています。 

また、都市公園施設については、公園機能の計画的な更新・改修の方針を定めた「越前市公園施

設長寿命化計画」（以下「公園施設長寿命化計画」という）が平成２７年度に策定され、市有建築物の

耐震化については「越前市市有建築物耐震化計画（三期）」（以下「市有建築物耐震化計画」という）

が令和２年に策定されています。 

1



第２期計画は、教育施設長寿命化方針、公園施設長寿命化計画及び市有建築物耐震化計画を補

完するものでもあります。 

以上のことから、第２期計画においては、総合管理計画、教育施設長寿命化方針、公園施設長寿命

化計画及び市有建築物耐震化計画に基づきながらスポーツ施設に関する具体的な対応方針を定め

ます。 

図１ 第２期計画の位置付け 

（２）スポーツ施設再配置計画の継続・更新 

平成２６年３月に、長期的な人口減少など地域社会の動向を見据えつつ、スポーツ施設の今後のあ

り方を整理し、スポーツ施設の配置の最適化を図ることにより効率的で効果的な運営・維持管理を実

現するための計画として「越前市スポーツ施設再配置計画」（以下「第１期計画」という）を策定しまし

た。計画期間は平成２６年度から令和５年度までであり、この１０年間において福井国体開催施設等を

重点的・優先的に整備を進め、また、国体終了後には一部施設の廃止や集約を進めました。 

第２期計画は第１期計画で実施した取組みを踏まえた実行計画を定めるものでもあります。 

４ 基本的策定方針と構成 

第２期計画は、施設ごとに今後の方向性や対策を定め、施設の長寿命化等の保全や新たなスポー

ツ環境の整備に関する方針を示すものです。 

本市のスポーツ推進に係る基本的・総合的計画である「越前市スポーツ推進プラン」（平成２５年３

月第１期策定、令和６年 月第２期策定）において、地域スポーツ施設については「市民が主体的に参

画する地域のスポーツ環境を整備することは、地域社会の再生において重要な意義を有するもので 

あるとともに、生涯を通じた市民のスポーツ活動の基盤となるもの」と挙げられていることから、施設

配置については原則、当面は現状を維持する方針とします。 

インフラ長寿命化基本計画 

越前市公共施設等総合管理計画
上位計画

第２期 

スポーツ施設 

再配置計画 

（個別施設計画） 

教育施設 

等長寿命 

化方針

公園施設 

長寿命化 

計画

市有建築 

物耐震化 

計画（三期） 

補完 補完 補完

計画 

Ａ 

・・・・・・ 
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５ 計画期間

第２期計画の期間は、令和６年度から令和１５年度までの１０年間とします。 

ただし、この期間内でも、人口の変化や社会経済情勢の動向、総合管理計画の改訂等の特別な事

情があれば、柔軟に計画を見直すこととします。 

６ 対象施設 

第２期計画では、教育委員会事務局スポーツ課（以下「スポーツ課」という）が管理するスポーツ施

設を対象とします（表１参照）。 
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表１ 対象施設一覧 

番号 施設名 施設種類 建設時期（年度） 経過年（年） 

１ 武生中央公園温水プール 水泳場 令和３ ２ 

２ 武生中央公園総合体育館 体育館 平成２９ ６ 

３ 武生中央公園庭球場 庭球場 昭和４２ ５６ 

４ 武生中央公園多目的広場 屋外グラウンド 平成２９ ６ 

５ 武道館 武道場 昭和５４ ４４ 

６ 武生東運動公園ソフトボール場 屋外グラウンド 昭和５２ ４６ 

７ 武生東運動公園陸上競技場 屋外グラウンド 昭和５７ ４１ 

８ 武生東運動公園庭球場 庭球場 昭和５６ ４２ 

９ 瓜生水と緑公園体育館 体育館 平成２２ １３ 

１０ サッカー場 屋外グラウンド 平成２８ ７ 

１１ 今立体育センター 体育館 昭和５８ ４０ 

１２ 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 昭和５９ ３９ 

１３ 家久スポーツ公園ソフトボール場 屋外グラウンド 昭和５９ ３９ 

１４ 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 昭和５９ ３９ 

１５ 今立南部公園庭球場 庭球場 昭和６０ ３８ 

１６ 白崎公園屋内ゲートボール場 屋内グラウンド 平成２ ３３ 

１７ 武生体育センター 体育館 昭和５２ ４６ 

１８ みどりと自然の村 その他 昭和５６ ４２ 

１９ 弓道場 武道場 平成２５ １０ 

２０ 今立中央公園多目的広場 屋外グラウンド 昭和５１ ４７ 

２１ 今立テニスコート 庭球場 平成１３ ２２ 

２２ 大虫体育館 体育館 昭和５８ ４０ 

２３ 北日野体育館 体育館 昭和５８ ４０ 

２４ 北新庄体育館 体育館 昭和５６ ４２ 

２５ 丹南総合公園野球場 屋外グラウンド 平成２５ １０ 

２６ 丹南総合公園多目的グラウンド 屋外グラウンド 平成２５ １０ 

２７ 丹南総合公園体育館 体育館 平成２６ ９ 

２８ 丹南総合公園全天候型球技場 屋内グラウンド 平成２６ ９ 

※番号２５～２８の丹南総合公園内のスポーツ施設は、県有施設で市が管理を行っています。 

※凡例 

・本計画で記載している図、表、その他のデータはすべて策定時現在のものです。 

・数字の単位以下は四捨五入しており、合計欄が合わない場合があります。 
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第２章 第１期計画の取組み成果と課題 

１ 新たに整備した施設

弓道場 平成２５年度 新築 

武生中央公園弓道場の廃止に伴い、弓道場を新たに整備した 

鉄骨平屋建て（瓦葺） 

近的射場 ９人立ち、遠的射場 ３人立ち 

サッカー場 平成２８年度 新築 

武生中央公園多目的グラウンドをイベント広場に用途変更したことに

伴い、新たにサッカー場を整備した 

サッカー場 一般用１面（少年用２面） 

ナイター照明設備 

管理棟（多目的室） 

駐車場 約８５台 
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武生中央公園多目的広場 平成２８年度 新築 

テニスをはじめ多目的に使用できる広場として整備した 

テニスコート４面 

人工芝コート 
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武生中央公園総合体育館 平成２９年度 改築 

武生中央公園体育館、高瀬トレーニングセンターを集約し総合体育

館として整備した 

建物 鉄骨鉄筋コンクリート造２階建 

 延床面積 ７，２６７．８７平方メートル 

競技場面積  メインアリーナ ２，１５５．５８平方メートル 

  ・バスケットボール３面 

     ・バレーボール３面 

  ・バドミントン１２面 

 サブアリーナ ７５５．３６平方メートル 

     ・バスケットボール１面 

  ・バレーボール１面 

     ・バドミントン４面 

観客席 メインアリーナ １，２８４席（うち車椅子席６席） 

 サブアリーナ 観客席無し 

附属施設  ランニングコース ２２０メートル 

 トレーニングルーム 

 多目的ルーム 

 会議室 
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武生中央公園温水プール 令和３年度 改築 

武生中央公園水泳場を屋内温水プールとして民間施設と一体的に

新たに整備した 

主な設備  ２５ｍプール 

     コース数 ８コース（別にスロープ有り） 

     水深 １．１ｍ又は１．３５ｍの２段階で可変 

 くじらちゃんプール（幼児用プール） 

     面積 ５０．４０平方メートル 

     水深 ０．６ｍ 

ジャグジープール 

     面積 約６．２９平方メートル 

附属設備    男女更衣室、多目的更衣室 

 観覧席 

 会議室 
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２ 改修した施設

武生中央公園庭球場 平成２８年度 コート改修・管理棟改築 

武生東運動公園ソフトボール場 平成２８年度 グラウンド改修 

武生東運動公園陸上競技場 平成２６年度 芝生張替え 

平成２７年度 トラック改修 

平成３０年度 ブロック塀改修 

令和３年度 トラック・フィールド改修、管理棟改修 

メイン・サブスタンド改修、トイレ等バリアフリー化 

武生東運動公園庭球場 令和４年度 舗装改修 

令和５年度 ナイター照明設置、管理棟設置 

サッカー場 令和元年度 充填材補充 

今立体育センター 令和元年度 ステージ撤去、収納区画設置、屋根防水 

家久スポーツ公園温水プール 令和元年度 屋上防水 

今立南部公園庭球場 令和４年度 ナイター照明撤去 

今立中央公園多目的広場 令和元年度 ナイター照明撤去 

令和５年度 バックネット更新 

今立テニスコート 平成３０年度 人工芝補修 

令和４年度 人工芝補修 

北日野体育館 令和２年度 公共下水道切替 

３ 廃止・機能移転した施設

今立中央公園水泳場 平成２５年度 廃止 

武生中央公園野球場 平成２６年度 丹南総合公園野球場に機能移転後、廃止 

今立ふれあいプラザ 平成２８年度 あいぱーく今立の建築に伴い廃止 

高瀬トレーニングセンター 平成２９年度 武生中央公園総合体育館に機能移転後、施設廃止 

武生中央公園多目的グラウンド 令和元年度 サッカー場に一部機能移転 その後イベント広場に

用途変更 

帆山公園相撲場 令和元年度 利用減により廃止 

帆山公園庭球場 令和元年度 武生東運動公園庭球場への集約を前提に施設廃止 

みどりと自然の村 令和元年度 ゲートボール場、テニスコートを利用減により廃止 

粟田部体育館 令和２年度 耐震安全性の危惧から廃止 

４ 第１期の課題

・ 武生体育センターは機能移転先の決定に至らず、第２期において引き続き取り組みます。 

・ 今立南部公園庭球場は、第１期の庭球場集約の方針に基づき、武生東運動公園庭球場の工事完

成後の令和６年度以降に用途変更します。 

・ 今立テニスコートは排水に課題があるため舗装の変更を予定していましたが、利用者の要望を考

慮し、舗装の変更をせずに現状のまま維持していきます。
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第３章 施設の実態の把握 

１ 施設の保有状況 

第２期計画の対象施設は２８施設です。種類別では体育館が８施設、武道場が２施設、水泳場が２

施設、屋外グラウンドが９施設、庭球場が５施設、その他が２施設となっています。（表２及び図２、図３、

図４参照） 

なお、スポーツ課が管理する施設以外にも社会体育施設があるため、一体的なサービスの提供に

当たっては、他部署との連携が必要です。 
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表２ 施設種類別面積表 

施設種類 番号 施設名 競技場面積（㎡） 

体育館 ２ 武生中央公園総合体育館 ２，９１０ 

９ 瓜生水と緑公園体育館 ４８０ 

１１ 今立体育センター ９１３ 

１７ 武生体育センター ８０７ 

２２ 大虫体育館 ６０７ 

２３ 北日野体育館 ６０７ 

２４ 北新庄体育館 ４９７ 

２７ 丹南総合公園体育館 １，５２７ 

屋外グラウンド ４ 武生中央公園多目的広場 ２，９８０ 

６ 武生東運動公園ソフトボール場 ２３，０００ 

７ 武生東運動公園陸上競技場 ２４，９００ 

１０ サッカー場 ９，１９０ 

１３ 家久スポーツ公園ソフトボール場 ４，９７４ 

２０ 今立中央公園多目的広場 ５，１５５ 

２５ 丹南総合公園野球場 １３，５２７ 

２６ 丹南総合公園多目的グラウンド １４，２４０ 

庭球場 ３ 武生中央公園庭球場 ７，０２０ 

８ 武生東運動公園庭球場 ５，６５４ 

１４ 家久スポーツ公園庭球場 ３，１７６ 

１５ 今立南部公園庭球場 ３，１００ 

２１ 今立テニスコート １，８３５ 

水泳場 １ 武生中央公園温水プール １，４５９ 

１２ 家久スポーツ公園温水プール １，３８８ 

武道場 ５ 武道館 １，３２８ 

１９ 弓道場 １，１７４ 

屋内グラウンド １６ 白崎公園屋内ゲートボール場 ６００ 

２８ 丹南総合公園全天候型球技場 ６００ 

その他 １８ みどりと自然の村ｉ ０ 

ｉ みどりと自然の村は令和元年度にゲートボール場とテニスコートを廃止した。 
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図２ 施設種類別の割合（施設数） 

図３ 施設種類別の割合（競技場面積） 

体育館

2９％

屋外グラウンド

2９％

庭球場

1８％

水泳場

７％

武道場

７％

屋内グラウンド

７％

その他

3％

体育館

6％

屋外グラウンド

７3％

庭球場

16％

水泳場

2％

武道場

2％

屋内グラウンド

1％

その他

０％
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図４ 施設の配置 
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２ 施設経過状況 

対象の２８施設のうち建物を有するのは２１施設です。 

更新の目安である３０年を超過する施設は１７施設、うち建物は１１施設です。 

また、旧耐震基準ｉｉにより建築された建物は、武道館と武生体育センターの２棟です（表３参照）。 

武道館については、大規模改修など老朽化への対応が必要になっています。武生体育センターに

ついては、代替施設への機能移転を行い廃止します。 

ｉｉ 昭和５６年に改正された建築基準法の耐震基準を新耐震基準、それ以前の耐震基準を旧耐震基準という。新耐震基準では、震度６

強から７に達する程度の大規模地震動に対して安全を確保するという規定が加わった。 
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表３ 施設経過状況 

番号 施設名 

経過 

年 

（年） 

建物 

構造 

ｉｉｉ

建物耐 

用年数

（年）ｉｖ

バリア 

フリー 

ｖ

建物種類 

１ 武生中央公園温水プール ２ Ｓ ３８ Ａ  

２ 武生中央公園総合体育館 ６ ＳＲＣ ５０ Ａ  

３ 武生中央公園庭球場 ５６ Ｗ ２４ Ｂ 管理棟（平成２８年度更新） 

４ 武生中央公園多目的広場 ６ －  Ａ  

５ 武道館 ４４ ＲＣ ５０ Ｃ  

６ 武生東運動公園ソフトボール場 ４６ －  Ｂ  

７ 武生東運動公園陸上競技場 ４１ ＲＣ ５０ Ｂ 管理棟 

８ 武生東運動公園庭球場 ４２ Ｓ ３８ Ａ 管理棟（令和５年度更新） 

９ 瓜生水と緑公園体育館 １３ ＳＲＣ ５０ Ａ  

１０ サッカー場 ７ Ｗ ２４ Ａ クラブハウス 

１１ 今立体育センター ４０ ＲＣ ５０ Ａ  

１２ 家久スポーツ公園温水プール ３９ ＲＣ ５０ Ａ  

１３ 家久スポーツ公園ソフトボール場 ３９ ＲＣ ５０ Ｂ スタンド 

１４ 家久スポーツ公園庭球場 ３９ －  Ａ  

１５ 今立南部公園庭球場 ３８ －  Ｂ  

１６ 白崎公園屋内ゲートボール場 ３３ ＳＣ ３４ Ａ  

１７ 武生体育センター ４６ ＳＣ ３４ Ｃ  

１８ みどりと自然の村 ４２ ＲＣ ５０ Ｂ レストハウス、管理棟 

１９ 弓道場 １０ Ｗ ２４ Ａ  

２０ 今立中央公園多目的広場 ４７ －  Ａ  

２１ 今立テニスコート ２２ －  Ｂ  

２２ 大虫体育館 ４０ ＳＣ ３４ Ａ  

２３ 北日野体育館 ４０ ＳＣ ３４ Ａ  

２４ 北新庄体育館 ４２ ＳＣ ３４ Ａ  

２５ 丹南総合公園野球場 １０ ＲＣ ５０ Ａ スタンド 

２６ 丹南総合公園多目的グラウンド １０ －  Ａ  

２７ 丹南総合公園体育館 ９ ＳＲＣ ５０ Ａ  

２８ 丹南総合公園全天候型球技場 ９ Ｓ ３８ Ａ  

iii Ｗ造（木造）、ＳＣ造（鋼板コンクリート構造）、Ｓ造（鉄骨造）、ＲＣ造（鉄筋コンクリート造）、ＳＲＣ造（鉄骨鉄筋コンクリート造）。 
iv 財務省「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」による耐用年数。Ｗ造２４年、ＳＣ造３４年、Ｓ造３８年、ＲＣ造/ＳＲＣ造５０年。 
v Ａ・・・身障者用トイレ設置有 段差対応（スロープ設置等）済 
 Ｂ・・・身障者用トイレ設置有 段差未対応 

 Ｃ・・・身障者用トイレ未設置 
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３ 施設利用状況 

新型コロナウイルス感染症の世界的な流行の影響により、令和２年３月以降、スポーツ施設の利用

が大きく落ち込みました（表４参照）。令和４年度の利用は以前の水準に戻りつつありますが、令和元

年度の利用者数にはわずかに達していません。令和元年度までを見ると、平成２６年度以降、全体的

には増加し続けています。 

また、人口と比較して１人当たりの利用回数で比較しても、令和元年度までは増加傾向にありまし

た（表４の２参照）。 
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表４ 施設利用者数 （人） 

番号 施設名 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

１ 武生中央公園温水プール ９１６ ２６，６７０

２ 武生中央公園総合体育館 ８６，３８２ ９７，４７１ １２８，３２０ ６８，５９１ ７２，０４２ ９７，０７８ 

３ 武生中央公園庭球場 ３０，７４２ ２７，３９４ ３１，７０６ ３１，４７６ ３２，５８１ ３０，００７ １８，４０５ ２７，０３９ ２７，８８１

４ 武生中央公園多目的広場 ２，２９６ １，４０９ ２，０９７ ２，１０６ 

５ 武道館 ２０，５９６ ２１，０５６ ２３，６２８ ２２，９８６ １９，８６６ １８，０４１ １１，３６９ １１，３５６ １２，５３１

６ 武生東運動公園ソフトボール場 ８，４６８ ８，８９９ ５，７７４ ７，１４４ ８，９２５ ６，４０８ １，７２８ ３，０８６ ４，２０２ 

７ 武生東運動公園陸上競技場 １０，７０５ １０，７９３ １４，０９６ １９，８８０ １３，５９２ １１，５７０ ４，０７７ ２，９２９ ４，９４７

８ 武生東運動公園庭球場 １，９７９ １，６７９ １，４８５ １，２０７ ８９９ １，７３７ ７６３ ９２８ ４０９ 

９ 瓜生水と緑公園体育館 ４，４６２ ５，０５６ ５，６９９ ４，２１９ ４，１３６ ３，２８５ ３，７２１ ３，４２０ ３，７４７

１０ サッカー場 ２２，１８２ ２６，２１３ ２９，３６４ ３０，２４６ １９，４９５ ２５，３３８ ２８，４７２ 

１１ 今立体育センター １５，１４２ １３，４３６ １５，８７１ １４，６８９ １３，９４５ １３，８５８ １２，０５６ １２，９８９ １４，２５６

１２ 家久スポーツ公園温水プール １２，４９３ １４，０２１ １３，３４８ １４，９８８ ２５，６４９ ３０，９５９ ２３，３９１ ２６，６８６ ２５，７３９ 

１３ 家久スポーツ公園ソフトボール場 ３，２９１ ４，６２３ ３，９３２ ４，７７７ ４，３１１ ４，７７１ ３，９２２ ６，１１１ ４，９７６

１４ 家久スポーツ公園庭球場 ３，１６２ ４，７０９ ４，３５５ ２，６６１ ２，１８９ ２，１３３ １，２７５ １，８６０ １，７１０ 

１５ 今立南部公園庭球場 ６４４ １，０３４ １，０５１ ８４４ ８６２ ４４７ ２７９ ３０８ ４０９

１６ 白崎公園屋内ゲートボール場 ５，４９７ ５，２２１ ４，８４０ ３，７９６ ３，９６５ ２，７４２ ３，４９０ ３，６２１ ３，５７６ 

１７ 武生体育センター ８，３９２ ８，８９０ ９，２２７ ９，３８８ ９，８７１ １０，６６９ ８，０８９ ８，３３７ ９，８７７

１８ みどりと自然の村 ４３９ １，１０４ ７５８ ５８６ ７０３ ３９０ １６７ ３７６ ４９６ 

１９ 弓道場 ６，１１８ ６，６４０ ７，７７９ ７，４５１ ７，０８１ ６，７２３ ４，２６８ ５，４７２ ３，６１０

２０ 今立中央公園多目的広場 ５３９ １，５５０ ９２２ ５９０ ４５５ ４３５ ９ １６０ ７０ 

２１ 今立テニスコート １，０７８ １，３１８ １，３８３ ７３９ １５３ ６５０ ７６４ １，２０９ １，１４０

２２ 大虫体育館 １０，８１９ １１，３８８ １１，９１７ １１，９８０ ９，８０８ ８，７１２ ８，４７６ １０，４４１ １４，９２７ 

２３ 北日野体育館 １３，１５７ １２，２１５ １０，７１８ ９，２４０ ８，５２４ ６，０７２ ４，１７２ ４，３９６ ５，０６６

２４ 北新庄体育館 １５，１５７ １３，０７９ ５，２８０ ４，０５３ ３，６８７ ３，７３７ ３，６０７ ５，５４２ ５，５０９ 

２５ 丹南総合公園野球場 １８，８９８ １５，２４５ １５，３６１ １２，７０７ １１，７１８ １０，２９４ ５，８７２ ７，４１１ １１，０５７

２６ 丹南総合公園多目的グラウンド ８，３９２ １５，０２９ １０，３７６ １２，４０６ １１，６４０ １１，１６３ １０，０９９ １２，１５０ １１，６６１ 

２７ 丹南総合公園体育館 ７，４９３ ２５，２３８ ２２，８６３ ２１，８４６ ２１，８１２ ２０，４６７ １７，８５４ ２１，３００ ２３，５５２

２８ 丹南総合公園全天候型球技場 ３，１３７ １７，４２３ ４，８１２ ６，５３１ ７，４０５ ４，８４５ ４，２２１ ４，９８２ ４，７９５

合計 ２１０，８００ ２４７，０４０ ２４９，３６３ ３３８，７７９ ３５０，６１２ ３７０，９７７ ２４１，５６９ ２８２，５０２ ３５０，４６９

表４の２ （参考）施設利用者数の人口比 

人口（１０月１日時点） （人） ８３，５９１ ８１，５２４ ８０，８６４ ８０，９８８ ８０，９３８ ７９，８８９ ８０，６１１ ８０，２８８ ７９，４７１ 

１人当たりの利用回数 （回） ２.５２ ３.０３ ３.０８ ４.１８ ４.３３ ４.６４ ３.００ ３.５２ ４.４１ 
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４ 施設関連経費の推移 

平成２６年度から令和４年度までの９年間の施設維持管理経費ｖｉは図５のとおりです。 

図５ 

施設維持管理経費 

《参考》 表５ 第１期期間中に新たに整備した施設・大型改修に要した経費ｖｉｉ

（平成２６年度から令和４年度まで）                                         （千円） 

番号 施設名 委託料 工事請負費 
公有財産購

入費 

備品購入

費 
計 

新たに整備した施設 

１ 武生中央公園温水プール ４，１４２ ３５９ ６９６，３００ ２１，８３１ ７２２，６３２ 

２ 武生中央公園総合体育館 ６７，０３２ ３，０４４，５４１ ３３，６２８ ３，１４５，２０２ 

４ 武生中央公園多目的広場  ８０，６６８   ８０，６６８ 

１０ サッカー場 １１，１２４ ３７９，１２４ ７，８４２ ４，６０１ ４０２，６９１ 

１９ 弓道場 １，４９４ ７，１２２ ８，６１６ 

大型改修した施設 

３ 武生中央公園庭球場 ５，９４８ １２１，０００ １６５ １２７，１１３ 

６ 武生東運動公園ソフトボール場 ３５，６１２ ３，３２８ ３８，９４０ 

７ 武生東運動公園陸上競技場 ４，５８４ ３３１，０９４ １８，３２８ ３５４，００６ 

８ 武生東運動公園庭球場 ８，３１９ ２１４，７１３ ３７０ ２２３，４０２ 

ⅵ 体育施設費の決算額のうち、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、工事請負費、公有財産購入費、備品購入費。 

通常の維持管理に要する経費ではないものとして、施設の大型整備・大型改修（事業費１０，０００千円以上）に要した経費及びこれに

関連した経費等は含んでいない。（《参考》：表５参照）。 

令和２年度及び３年度は感染症対策のため施設利用が減少し、施設管理委託料も減少した。 

令和４年度から武生中央公園温水プールの指定管理料が新たに発生した。 
vii 弓道場は、第１期計画期間（平成２６年度～令和５年度）前年の平成25年より新築工事を実施。 

０

5０,０００

1００,０００

15０,０００

2００,０００

25０,０００

Ｈ26 Ｈ2７ Ｈ2８ Ｈ2９ Ｈ3０ Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

需用費 役務費 委託料 使用料及び賃借料 工事請負費 備品購入費

（千円）
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第４章 第２期計画における個別施設の維持管理等計画 
１ 施設の維持管理等に関する基本方針 

（１）長寿命化方針 

教育施設長寿命化方針において次のとおり長寿命化方針を定めています。 

・ 方針１ 安全性の確保 

日常的に多くの人が利用し、かつ災害時の拠点施設にもなる教育施設等において、耐震性の

無い施設については優先的に耐震化を進めることとし、併せて老朽化の解消も図ります。 

・ 方針２ 計画的な維持管理による長寿命化の推進 

改修の節目となる２０年前後毎に施設の劣化状況や財政状況、周辺施設の老朽化状況を総合

的に鑑みて、計画的に施設改修を行い、躯体の寿命である築８０年前後まで施設を長寿命化

させ、費用平準化を図ります。 

・ 方針３ ユニバーサルデザインの推進 

教育施設等の多くは避難場所にも指定されていることから、災害時にも安全性を確保でき、多

様な人が障壁なく施設を利用できるよう、バリアフリー化を推進します。 

・ 方針４ 環境に配慮した施設整備の推進 

省エネ効果の高い空調設備やＬＥＤ照明に更新していくことで、環境に配慮した施設へ整備し

ていくとともに、ランニングコストの低減を図ります。 

・ 方針５ 施設保有量適正化 

改修又は改築を実施する際には、周辺施設との相互利用ｖｉｉｉ・複合化ｉｘ又は他施設との集約化ｘ

により、延床面積の縮減を図りながらも、利用可能面積の確保及び地域コミュニティ活動の拠

点化を進めます。

viii 相互利用とは・・複数の既存施設間において、時間帯を区分して相互に使用すること。 

ix 複合化とは・・・異なる種類である複数の既存施設を、１つの施設に再整備すること。 

x   集約化とは・・・同種又は類似である複数の既存施設を、１つの施設に再整備すること。 
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（２）ＳＤＧｓ の取組み 

長寿命化方針による施設の維持管理等に関する基本方針は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推

進の面からも重要な取組みです。特に、「目標３」「目標４」「目標７」「目標９」「目標１１」は第２期計画と

関わりが深い分野として取組みます。 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

住民の健康維持は自治体の保健福祉行政の根幹です。国民皆保険制度の運営も住民の健康維持に貢献

しています。都市環境を良好に保つことによって住民の健康状態を維持・改善可能であるという研究成

果も得られています。

すべての人々への包括的かつ公平な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

教育の中でも特に義務教育等の初等教育においては自治体が果たすべき役割は非常に大きいといえま

す。地域住民の知的レベルを引き上げるためにも、学校教育と社会教育の両面における自治体行政の取

組みは重要です。

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な現代的エネルギーへのアクセスを確保する。 

公共建築物に対して率先して省エネや再エネ利用を推進したり、住民が省／再エネ対策を推進するのを支

援する等、安価かつ効率的で信頼性の高い持続可能なエネルギー源利用のアクセスを増やすことも自治体の

大きな役割といえます。

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進、及びイノベーション

の推進を図る。 

自治体は地域のインフラ整備に対して極めて大きな役割を有しています。地域経済の活性化戦略の中に、地

元企業の支援などを盛り込むことで新たな産業やイノベーションを創出することにも貢献することができます。

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する。 

包摂的で、安全、レジリエントで持続可能なまちづくりを進めることは首長や自治体行政職員にとって究極的

な目標であり、存在理由そのものです。都市化が進む世界の中で自治体行政の果たし得る役割は益々大きく

なっています。

（出典：国際的な地方自治体の連合組織、ＵＣＬＧ（Ｕｎｉｔｅd Ｃｉｔｉｅｓ ａｎd Ｌｏｃａｌ Ｇｏｖｅrｎｍｅｎｔｓ）） 
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２ 既存施設の維持・管理計画 

（１）体育館 

・ 体育館は、屋内スポーツにおいて各地区の拠点として重要な役割を果たしており、今後も維持

に努めます。 

・ 武生体育センターは耐震性が劣るため、代替施設への機能移転を行い廃止します。 

・ 瓜生水と緑公園体育館、今立体育センター、北日野体育館、北新庄体育館の４施設は速やか

に照明のＬＥＤ化を行います。 

・ 県有施設である丹南総合公園体育館は、必要な改修の実施を県に適宜要望します。また、令

和６年度には空調が整備されます。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

２ 武生中央公園総合体育館 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

９ 瓜生水と緑公園体育館 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

１１ 今立体育センター 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

１７ 武生体育センター 廃止 廃止 教育施設長寿命化方針 

２２ 大虫体育館 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

２３ 北日野体育館 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

２４ 北新庄体育館 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

２７ 丹南総合公園体育館 － － 福井県都市計画課 

（２）屋外グラウンド 

・ 体育館と対をなす屋外スポーツの拠点として、今後も維持に努めます。 

・ 武生東運動公園ソフトボール場、家久スポーツ公園ソフトボール場は速やかに照明のＬＥＤ化を

行います。 

・ 県有施設である丹南総合公園野球場、丹南総合公園多目的グラウンドは、必要な改修の実施

を県に適宜要望します。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

４ 武生中央公園多目的広場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

６ 武生東運動公園ソフトボール場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

７ 武生東運動公園陸上競技場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 
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１０ サッカー場 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

１３ 家久スポーツ公園ソフトボール場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

２０ 今立中央公園多目的広場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

２５ 丹南総合公園野球場 － － 福井県都市計画課 

２６ 丹南総合公園多目的グラウンド － － 福井県都市計画課 

（３）庭球場 

・ 武生中央公園庭球場と武生東運動公園庭球場の２大拠点を中心に維持します。 

・ 今立南部公園庭球場は武生東運動公園庭球場の整備が完了した後に、多目的広場に用途変

更を行います。 

・ 武生中央公園庭球場は速やかに照明のＬＥＤ化を行います。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

３ 武生中央公園庭球場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

８ 武生東運動公園庭球場 維持 増改修 公園施設長寿命化計画 

１４ 家久スポーツ公園庭球場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

１５ 今立南部公園庭球場 用途変更 廃止 公園施設長寿命化計画 

２１ 今立テニスコート 維持 改修 教育施設長寿命化方針 

（４）水泳場 

・ 家久スポーツ公園温水プールはボイラー等の大型設備の老朽化が進んでいるため、今後の在

り方について検討していきます。 

・ 武生中央公園温水プールは令和２２年度までの官民連携協定に基づき、適切に維持していき

ます。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

１ 武生中央公園温水プール 維持 縮小再整備 公園施設長寿命化計画 

１２ 家久スポーツ公園温水プール 検討 維持 公園施設長寿命化計画 

（５）武道場 

・ 両施設ともそれぞれの競技の拠点であり、今後も維持に努めます。 
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・ 武道館は耐震化と合わせて機能向上改修を行います。また、利用減となっている宿泊棟を解

体し、跡地は駐車場として利用します。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

５ 武道館 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

１９ 弓道場 維持 維持 教育施設長寿命化方針 

（６）屋内グラウンド 

・ 白崎公園ゲートボール場は、市内で唯一の屋内ゲートボール専用場であるため、今後も機能を

維持するために必要な改修を行います。また、速やかに照明のＬＥＤ化を行います。 

・ 県有施設である丹南総合公園全天候型球技場は、必要な改修の実施を県に適宜要望します。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

１６ 白崎公園屋内ゲートボール場 維持 維持 公園施設長寿命化計画 

２８ 丹南総合公園全天候型球技場 － － 福井県都市計画課 

（７）その他 

・ みどりと自然の村は今後の在り方について検討します。また、速やかに照明のＬＥＤ化を行いま

す。 

番号 施設名 
第２期計

画の方針 

（参考）第１期 

計画における方針 
（参考）関連計画等 

１８ みどりと自然の村 検討 
テニスコート、ゲー

トボール場廃止 
教育施設長寿命化方針 

３ 施設の長寿命化コスト 

教育施設長寿命化方針によると、維持する施設を築８０年前後まで長寿命化するための機能回復、

機能向上や改築に要すると推計される、令和２年度から３８年度までのスポーツ施設の整備費は次の

とおりです（表６参照）。 

表６ 令和３８年までのスポーツ施設整備費推計 （千円） 

令和２～８年度 令和９～１８年度 令和１９～２８年度 令和２９～３８年度 合計 

６５０，０００ ６８０，０００ ７２０，０００ ４５７，１００ ２，５０７，１００ 

単年度費用を平準化することにより、１年当たり約６７，７６０千円が目安となります。

23



第５章 継続的な管理・運用 

１ 情報の整理と活用 

安全安心な施設環境を提供するため、利用者の声や定期的な巡回等により把握した不具合、点検

の結果、改修等工事の実績を一元管理し、効率的な維持管理を行います。 

２ 財源の確保 

施設の維持・更新には、多額の費用が必要となります。 

２８施設のうち１７施設が既に更新の目安である建築後３０年を経過しており、長寿命化改修が必要

となります。 

そのため、中長期的な市の財政状況や他の施設整備計画との調整を図りながら、計画的な財源確

保に取り組みます。 

３ 推進体制等の整備 

総合管理計画の推進体制に基づき、将来にわたり、市民が安全で快適に利用できるよう、全庁的な

視点で公共施設の適正化を進めるとともに、施設の特性に応じた民間活力の活用を含め、施設の所

管部署が主体となって適正な管理を推進していきます。 

特に以下の点に留意します。 

・ 施設の機能性や快適性は、清掃等日々の管理方法によっても変化します。より良いスポーツ環

境を市民に提供するため、施設管理者等と密に連携し、日常的なメンテナンスを重視しながら

施設管理の質の向上を図ります。 

・ 社会体育施設を所管する他部署との密な連携体制の構築に努めます。 

４ フォローアップの実施方針 

第２期計画は、現在の施設状態に鑑みて整備計画を設定していますが、実際の計画の実行に当た

っては、社会的環境や財政状況、上位計画の変更等によって変動する可能性があります。 

これらを考慮し、より実状に即した計画とするため、維持管理や改修等が適切に実施されているか

定期的に計画の見直しを行っていきます。 
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第６章 新たな活動の場の確保に向けての環境整備 

市総合計画２０２３の基本計画では「生涯のスポーツ」、チャレンジプロジェクトでは「越前たけふ駅周

辺開発プロジェクト」「楽しい居場所づくりプロジェクト」として、生涯スポ―ツ社会の実現、越前たけふ

駅周辺エリアのにぎわいの創出や子どもたちと若者たちの居場所の整備の政策を掲げています。また、

第２期越前市スポーツ推進プランで示されている基本目標の中には、「子どもと若者のスポーツ機会の

充実」と「ｅスポーツｘｉ、アーバンスポーツｘｉｉなどの新しいスポーツの普及」の２つの目標を置いています。 

越前たけふ駅周辺は将来的に大きな発展が見込まれ、市民の期待が高い地域です。新たなスポーツ

分野として注目されているｅスポーツやアーバンスポーツの普及に取り組むとともに、スポーツツーリズ

ムの促進のため自転車の駅（サイクリングステーション）を整備するなど、新たな活動場所の環境整備の

取組みを行うことで、市民のスポーツ機会の充実と居場所づくりを図っていきます。 

取組み内容 

■新しいスポーツの活動場所の整備

ＢＭＸｘｉｉｉやスケートボードなどのアーバンスポーツは、近年、若い世代の方を中心に人気や

関心が高まっているスポーツです。若者たちが集い、市民が交流をすることができる居場所を

つくり、越前たけふ駅周辺のにぎわいの創出につなげるため、アーバンスポーツが楽しめる特

色がある環境整備を進めてまいります。 

■自転車の駅（サイクリングステーション）の整備

越前たけふ駅周辺にサイクリングの拠点となる自転車の駅（サイクリングステーション）を整

備し、スポーツツーリズムの促進を図ります。 

ｘｉ 「ｅスポーツ」とは、「エレクトロニック・スポーツ」の略称で、コンピューターゲーム、ビデオゲームでの対戦をスポーツ競技として捉える

名称。 
ｘｉｉ 「アーバンスポーツ」とは、音楽、ファッションなど遊び感覚の高い若者文化とともに進化するもので、都市での開催が可能なスポー

ツ。種目としては、ボルダリング、ＢMＸ、スラックライン、パルクール、スケートボード、３×３などを例として挙げることができるが、特に

種目などを限定するものではない。 
ｘｉｉｉ 「ＢＭＸ」とは、Ｂｉｃｙｃｌｅ Mｏｔｏｃrｏｓｓ（バイシクル・モトクロス）の略称で、自転車競技の一種。
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